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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

「令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査

結果」では、小・中学生の体力合計点は低下してお

り、特に小学生の男子は過去最低の数値を記録した。

このような結果は、「授業以外の運動時間の減少」や、

「スクリーンタイムの増加」といった子供たちの生

活環境の変化が要因と分析されている。こうした現

状において、全ての子供に運動する機会を保障する

ことのできる学校教育への期待は大きい。 

しかしながら、子供たちの体力向上をねらって学

校体育に導入された「体つくり運動」は、多くの教

師にとって「指導しにくい」と捉えられていること

が報告されている。そのため、「体つくり運動」にお

ける教師の「指導しにくさ」の要因である、目指す

動きの「曖昧さ」を解消することが求められている。 

基となるスポーツが存在しない「体つくり運   

動」では、体の様々な動きを身に付けたり高めたり

することが主なねらいとされている（文部科学省、

2017）。したがって、「体つくり運動」における目指

す動きの「曖昧さ」を解消するためには、子供たち

の動きの幅の広がりや、動きの質の高まりについて

教師がどのように捉えているのかを明らかにする

必要がある。 

そこで、本研究では、「体つくり運動」の授業計

画と授業の実際における教師の発話に着目し、その

根拠を明らかにすることを通して、「体つくり運動」

の授業における動きの幅の広げ方や動きの質の高

め方について検討することを目的とする。 

 

２ 研究の方法 

動きの幅を広げることを目的とした小学校３年

生の「多様な動きをつくる運動」と、動きの質を高

めることを目的とした小学校６年生の「体の動きを

高める運動」の授業収録を行った（表１）。さらに、

授業を行った熟達した小学校教師２名を対象とし

て、授業前と授業後にインタビュー調査を実施した。

授業計画と授業の実際における子供たちの動きに

対する教師の発話や、授業後の自由な語りをそれぞ

れ分析し、熟達した教師の「体つくり運動」の授業

計画と授業中の発話の根拠について解釈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の結果 

(1) 動きの幅を広げることを目的とした授業 

「多様な動きをつくる運動」は、小学校の体育

授業では運動技能を身に付けさせるよりも、運動

の楽しさを味わわせることで、運動に親しみ続け

る子供を育てたいという教師の授業観に基づき、

「遊び」の要素を取り入れ、子供たちを自由に運

動させる授業が計画された。一方で、教師は子供

たちの自由な動きを学びとして方向付けること

ができるよう、「経験させたい動き」や、全体共有

で「取り上げたい動き」を授業計画の時点で定め

ていた。授業中は、「 経験させたい動き」や「取

り上げたい動き」を基準に子供たちの動きを観察

して意思決定を行い、それに基づいた発話を使い

分けていた。特に、「予約」や「価値付け」の発話

を行うことや、「取り上げたい動き」を全体共有す

ることにより、子供たちの動きの幅を広げるきっ

かけ作りをしていた。 

このような教師行動によって、「体つくり運動」

の固有の運動様式をもたない特性を生かして子

供たちの動き幅を広げることができると考えて

いた(図１)。  
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教師 T1 T2

実施時期 令和２年９月 令和２年９月

学年 ３年生 ６年生

児童数 28名 40名

授業内容
多様な動きをつくる運動

用具を操作する運動（ボール）

体の動きを高める運動

巧みな動きを高める運動（なわ）

収録時数 ４時間 １時間

表１　研究対象授業の概要



(2) 動きの質を高めることを目的とした授業 

「体の動きを高める運動」は、教師が子供の動

きに対して適切な発話を行うことができれば、子

供の必要感に合わせて柔軟な授業実践ができる

という「体つくり運動」に対する授業観に基づき、

「子供に運動を合わせる」授業計画がなされてい

た。加えて、それぞれの子供の体力や実態に応じ

て動きの質を高めることのできる運動課題が教

師によって考えられていた。授業中は、運動課題

の正しい動きのイメージを全体で共有し、個々に

体の動きの高め方があることを確認していた。そ

して、運動課題に対して試行錯誤しながら運動す

る子供たちに、教師は発問を繰り返し、子供の応

答に合わせて即座に意思決定を行った。つまり、

子供たちの個別の課題や見つけたコツ、運動感覚

を把握した上で、一人一人に合わせた発話を行う

教師のもとで、子供は試行錯誤することで、動き

の質を高めることができると考えていた（図２）。  

 

４  研究の考察 

本研究により得られた知見は以下の通りである。 

(1) どちらも発話により学びを方向付ける 

熟達した教師は「体つくり運動」において、動

きの幅を広げたり、動きの質を高めたりするため

に、発話によって子供たちの学びを方向付けている。  

(2) 動きの幅を広げる“観察”→“意思決定”→“発 

話”の教師行動 

熟達した教師は動きの幅を広げるために、授業

計画の時点で定めた「経験させたい動き」や「取

り上げたい動き」を基準に子供たちの動きを観察

し、意思決定に基づいた発話を行っている。発話

は,教師が考える「経験させたい動き」や「取り上

げたい動き」に対して「予約」や「価値付け」、「称

賛」が行われ,「発展性がない」と判断した動きに

対しては「放置」を経て「修正」が行われた。 

(3) 動きの質を高める「観察」→「発話」→「意思

決定」の教師行動 

熟達した教師は動きの質を高めるために、子供

たちの実態に基づき、それぞれの体力に応じて動

きを高めることができる運動課題を提示してい

る。運動課題に対して試行錯誤する子供に、「発問」

することによって個々の実態を把握し、子供の応

答に対して意思決定を行い、動きの質の高まりを

価値付けていた。 

 

５  今後の展望 

(1) 残された課題 

本研究では教師を対象として分析を行ったた

め、子供たちの動きの変容や、授業の受け止め方

については検討できていない。今後は、子供たち

に焦点を当てて研究することで、本研究で得られ

た知見が子供たちの動きの幅を広げたり、動きの

質を高めたりといった体力向上や、運動の楽しさ

を実感することで運動習慣の二極化の解消につ

ながるのか を明らか にしてい く必要 があるだ ろう。  

(2) 成果の活用法 

本研究で明らかになった、「体つくり運動」の特

性を生かした授業計画や、授業の実際における教

師の発話について、所属校や所属する地域の体育

部などを通じて広く還元していきたい。特に、本

研究で得た知見に基づいた授業実践を行うこと

は、「体つくり運動」の授業づくりに不安を感じて

いる教師や体育を専門としない教師に、研究の成

果を分かりやすく伝えることができると考えて

いる。 

また、筆者は、実践者として残された課題の検

討にも取り組む。本研究で得た知見が、個々の子

供たちの動きの幅の広がりや、動きの質の高まり

に寄与しているかについて調査し、子供たちがど

のように受け止め、運動習慣にどのように影響し

ていくのかについて分析していく。本研究で得ら

れた知見をもとに実践することで、体力低下や運

動習慣の二極化といった子供たちの抱える課題

に対する直接的な手だてとして示唆を与えるこ

とができるように励んでいきたい。 


